
1ヶ
lイ

『
法
と
経
済
』
誌
は
、
一
九
三
四
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
戦
詑
に
立
命
館
出
版
部
か
ら
発
行
さ
れ
た
学
術
研
究
雑
誌
で
あ
る
。

『
法
と
経
済
』
誌
は
、
戦
前
に
通
巻
一
六
巻
一
号
二
九
四
一
年
七
月
号
）
ま
で
刊
行
さ
れ
た
の
ち
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
戦

後
一
九
四
七
年
四
月
一
○
日
に
復
刊
さ
れ
た
。
現
在
、
立
命
館
大
学
法
学
会
が
刊
行
し
て
い
る
立
命
館
法
学
は
、
戦
後
復
刊
さ

（
－
）

れ
た
『
法
と
経
済
』
誌
が
、
「
発
展
的
に
分
化
し
て
『
立
命
館
法
学
』
と
『
立
命
館
経
済
学
』
の
二
者
と
な
り
」
、
今
日
に
い
た

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
立
命
館
法
学
の
創
刊
号
（
一
九
五
二
年
三
月
一
二
日
）
の
「
発
刊
の
辞
」
に
お
い
て
、
戦
前
の
『
法

と
経
済
』
誌
の
創
刊
の
意
義
を
振
り
返
っ
て
」
、
浅
井
清
信
教
授
（
当
時
の
立
命
館
大
学
法
学
部
長
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

（
リ
ニ

ら
れ
て
い
る
。

｜
’
は
じ
ゞ
め
に

一
九
九
五
年
七
月
二
○
日
第
一
回
（
通
算
第
九
回
）
百
年
史
研
究
会
報
告

二
九
三
三
年
五
月
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
に
よ
っ
て
京
都
大
学
を
去
っ
た
多
数
の
学
徒
が
わ
が
大
学
に
た
て
こ
も

電
法
と
経
済
』
誌
記
事
に
み
る
立
命
館
大
学
法
学
部久

岡

康
成
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、

ﾉし、

にH
，

（
以
下
の
文
章
で
は
、
括
弧
（
）
の
年
号
は
原
則
と
し
て
西
暦
一
九
○
○
年
代
の
下
二
桁
を
表
示
す
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
戦
前
の
『
法
と

経
済
』
誌
は
、
一
九
三
四
年
一
月
に
第
一
巻
一
号
を
創
刊
以
来
、
毎
月
一
号
、
六
号
ご
と
に
一
巻
の
形
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
法
と
経
済
』

誌
の
巻
号
の
後
に
は
年
月
は
付
さ
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
三
五
年
一
月
は
第
三
巻
一
号
と
対
比
し
て
い
る
。
）

っ
た
。
こ
れ
を
機
と
し
て
翌
年
一
月
当
時
の
法
経
学
部
を
主
体
と
し
て
研
究
雑
誌
『
法
と
経
済
』
誌
を
発
刊
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
同
雑
誌
は
、
研
究
の
自
由
と
大
学
の
自
治
と
を
め
ざ
し
て
闘
っ
た
学
徒
達
の
記
念
塔
で
あ
る
と
い
え
る
。
」

浅
井
清
信
教
授
の
こ
の
立
命
館
法
学
「
発
刊
の
辞
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
三
四
年
一
月
の
『
法
と
経
済
』
誌

の
創
刊
に
は
、
ひ
と
り
立
命
館
大
学
に
と
っ
て
の
意
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
い
歴
史
的
社
会
的
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
の
創
刊
か
ら
既
に
六
○
有
余
年
が
過
ぎ
、
一
九
九
五
年
に
は
、
「
研
究
の
自
由
と
大
学
の

自
治
」
を
再
建
し
た
戦
後
の
民
主
化
の
記
念
と
な
る
多
く
の
戦
後
五
○
年
記
念
行
事
が
各
方
面
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

時
、
あ
ら
た
め
て
『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
を
読
み
、
そ
の
記
事
に
み
る
立
命
館
大
学
法
学
部
の
姿
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

も
、
困
難
な
当
時
の
社
会
の
中
で
の
一
つ
の
私
立
大
学
法
学
部
の
姿
の
一
端
を
し
る
こ
と
に
も
な
り
、
い
さ
さ
か
は
意
義
あ
る

（
３
，
４
）

も
の
と
い
え
、
よ
う
。

｜
｜
『
法
と
経
済
』
誌
等
の
発
行
状
況

『
法
と
経
済
』
誌
の
創
刊
は
、
一
九
三
四
年
一
月
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
を
中

そ
の
前
後
併
行
し
て
、
ど
の
よ
う
な
立
命
館
大
学
関
係
の
学
術
研
究
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
た
か
を
、
ま
ず
概
観
し
て
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日
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
第
二
巻
一
号
（
三
四
年
七
月
）
は
立
命
館
出
版
部
（
代
表
者
竹
上
孝
太
郎
）
を
編
集
兼
発
行

人
と
し
た
ま
ま
、
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
を
明
示
し
、
ま
た
「
投
稿
・
書
籍
寄
贈
お
よ
び
雑
誌
交
換
送
付
先
」
と
し
て
、
立
命

館
大
学
内
『
法
と
経
済
』
誌
編
集
係
宛
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
五
巻
一
号
（
三
六
年
一
月
）
の
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
に
は
、

雑
誌
委
員
と
し
て
滝
川
幸
辰
の
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
法
と
経
済
』
第
二
巻
一
号
（
三
四
年
七
月
）
記
載
の

（
８
）

『
法
と
経
済
』
誌
の
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

雑
誌
委
員
跡
部
定
治
郎
石
本
雅
男
磯
崎
辰
五
郎
板
木
郁
郎
井
上
巌
次
郎
井
上
次
郎

み
た
い
。
時
期
的
に
は
、
戦
後
復
刊
さ
れ
た
『
法
と
経
済
』
誌
が
、
発
展
的
に
分
化
し
て
『
立
命
館
法
学
』
と
『
立
命
館
経
済

学
』
の
二
者
と
な
る
（
五
二
年
三
月
一
二
日
）
ま
で
の
期
間
が
対
象
と
な
る
。

口
立
命
館
大
学
関
係
の
学
術
研
究
雑
誌
の
噌
矢
は
、
立
命
館
攻
学
会
（
二
七
年
創
立
）
発
行
の
そ
の
機
関
誌
『
立
命
館
学

（
５
）

（
６
）

叢
』
で
あ
る
。
第
一
巻
一
号
（
二
九
年
九
月
創
刊
）
か
ら
第
五
巻
四
号
（
三
三
年
一
二
月
）
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三

四
年
一
月
に
『
立
命
館
学
叢
』
は
岐
か
れ
て
、
『
法
と
経
済
』
誌
と
『
立
命
館
文
学
』
に
な
り
、
い
ず
れ
も
立
命
館
出
版
部

（
代
表
者
竹
上
孝
太
郎
）
を
編
集
者
兼
発
行
人
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
四
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
法

と
経
済
』
誌
の
う
ち
、
い
ま
立
命
館
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
は
、
立
命
館
出
版
部
（
代
表
者
竹
上
孝
太
郎
）
を
編
集
兼
発
行

人
と
す
る
『
法
と
経
済
』
（
自
昭
和
九
年
一
月
至
昭
和
九
年
六
月
第
一
巻
合
本
定
価
三
円
五
○
銭
）
で
あ
る
。
戦
前
の

『
法
と
経
済
』
誌
は
半
年
一
巻
毎
月
一
号
発
行
で
、
一
巻
一
号
（
三
四
年
一
月
）
か
ら
一
六
巻
一
号
（
四
一
年
七
月
）
ま
で
、

戦
前
の
『
立
命
館
文
学
』
も
一
巻
一
号
（
三
四
年
一
月
）
か
ら
通
巻
六
○
号
（
四
○
年
）
ま
で
、
そ
の
名
の
も
と
に
刊
行
さ
れ

（
一
Ｊ
）
ア
一
○

，
ナ
ハ
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大
岩
誠
太
田
義
夫
大
谷
政
敬
織
田
菖
大
淵
仁
右
衛
閥
加
古
祐
二
郎

神
田
正
雄
串
本
友
三
郎
小
島
昌
太
郎
佐
々
木
惣
一
末
包
留
三
良
末
川
博

杉
栄
竹
田
省
竹
田
直
平
田
島
錦
治
田
中
直
吉
田
村
徳
治

恒
藤
恭
宮
本
英
雄
森
口
繁
治
森
順
次
八
木
清
信
山
本
安
次
郎

編
集
委
員
磯
崎
辰
五
郎
板
木
郁
郎
大
岩
誠
（
主
任
）
太
田
義
夫
大
谷
政
敬
八
木
清
信

た
だ
し
、
第
九
巻
二
号
（
三
八
年
二
月
）
で
は
、
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
の
記
載
は
な
く
、
数
名
の
編
集
委
員
の
み
記
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
同
様
で
あ
る
。
ち
な
み
に
第
九
巻
二
号
記
載
の
編
集
委
員
は
、
吉
川
大
二
郎
、
竹
田
直
平
、
山
本
安
次

郎
、
（
主
任
）
和
田
三
良
で
あ
る
。

側
『
立
命
館
文
学
』
が
通
巻
六
○
号
（
四
○
年
）
ま
で
、
『
法
と
経
済
』
誌
が
一
六
巻
一
号
（
四
一
年
七
月
）
ま
で
で
発

行
を
や
め
た
後
、
戦
前
最
後
ま
で
立
命
館
大
学
関
係
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
と
し
て
、
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
が
あ
る
。
『
立
命
館

大
学
論
叢
』
は
内
容
を
、
法
政
篇
、
経
済
篇
、
歴
史
地
理
篇
、
国
語
漢
文
篇
に
分
か
ち
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
、
法
政
篇
第
一

号
等
の
番
号
を
付
し
て
発
行
さ
れ
、
各
篇
各
号
に
こ
だ
わ
ら
ず
通
巻
し
て
発
行
順
に
「
立
命
館
大
学
論
叢
第
○
○
輯
」
な
ど

と
称
さ
れ
て
い
た
。
法
政
篇
と
発
行
さ
れ
た
も
の
に
、
第
三
輯
Ⅱ
法
政
篇
第
一
号
（
四
二
年
四
月
）
、
第
七
輯
Ⅱ
法
政
篇
第
二

号
（
四
二
年
六
月
）
、
第
二
輯
Ⅱ
法
政
篇
第
三
号
（
四
三
年
二
月
）
、
第
一
六
輯
Ⅱ
法
政
篇
第
四
号
（
四
二
年
一
○
月
）
、
第

（
９
）

一
九
・
二
○
輯
Ⅱ
法
政
篇
第
五
号
三
○
年
七
月
）
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
の
発
行
所
は
当
初
は
立
命

（
Ⅲ
）

館
出
版
部
だ
っ
た
が
、
末
期
に
は
京
都
印
害
館
に
移
し
て
い
る
。
法
政
篇
で
第
四
号
か
ら
は
非
売
品
に
な
り
、
第
五
号
か
ら
は

非
売
品
で
か
つ
発
行
所
が
京
都
印
書
館
に
移
っ
て
い
る
。
ま
た
戦
後
発
行
の
も
の
は
、
第
二
三
・
二
四
輯
の
国
語
漢
文
篇
第
六



国
戦
後
の
立
命
館
大
学
関
係
で
は
、
当
初
は
、
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
が
第
二
三
・
二
四
輯
（
国
語
漢
文
篇
第
六
号
）
以

（
Ｅ
）

下
と
し
て
発
行
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
一
月
ま
で
に
二
八
輯
に
な
っ
て
い
る
。

㈲
一
九
四
七
年
四
月
一
○
日
発
行
の
、
『
法
と
経
済
』
九
四
号
は
、
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
の
復
刊
と
し
て
、
『
立
命
館

大
学
諭
叢
法
政
篇
』
を
と
ば
し
て
、
『
法
と
経
済
』
一
六
巻
一
号
（
四
一
年
七
月
）
を
継
ぐ
通
巻
九
四
号
と
し
て
発
行
さ
れ
つ

つ
、
他
方
で
は
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
第
二
九
輯
の
名
も
付
け
て
い
た
。
ま
た
こ
の
号
で
は
、
発
行
所
を
京
都
印
書
館
と
し
っ

（
脳
）

っ
、
編
集
所
立
命
館
研
究
所
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
戦
後
の
『
法
と
経
済
』
誌
は
、
そ
の
後
九
九
の
三
号
（
四
七
年

一
二
月
一
○
日
、
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
第
三
七
輯
）
ま
で
、
発
行
所
を
京
都
印
書
館
、
編
集
所
立
命
館
研
究
所
で
、
さ
ら
に

一
○
○
号
（
四
八
年
四
月
一
○
日
、
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
第
四
一
輯
）
か
ら
、
二
○
号
（
四
九
年
一
二
月
三
○
日
、
『
立
命

館
大
学
論
叢
』
第
五
九
輯
）
ま
で
は
発
行
所
を
京
都
印
書
館
、
編
集
所
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
、
『
立
命
館
大
学
諭

叢
』
た
る
『
法
と
経
済
』
の
形
で
発
行
さ
れ
た
。
『
法
と
経
済
』
一
二
号
（
五
○
年
七
月
三
○
日
）
か
ら
は
、
発
行
所
立
命

館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
と
な
り
、
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
の
名
称
も
外
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
『
法
と
経
済
』
誌
は
、

二
七
Ⅱ
二
八
号
（
五
一
年
一
二
月
二
八
日
）
で
そ
の
任
務
を
お
え
て
、
『
立
命
館
法
学
』
一
号
（
五
二
年
三
月
二
○
日
）
、

号
に
は
じ
ま
る
も
の
の
よ
う
な
の
で
戦
扉
に
は
第
一
二
か
ら
二
二
輯
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
￥
立
命
館
大
学

論
叢
の
発
行
経
過
に
つ
い
て
は
、
論
議
す
べ
き
問
題
が
多
い
。
こ
の
次
に
述
べ
る
、
戦
後
復
刊
さ
れ
た
『
法
と
経
済
』
誌
が
、

一
方
で
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
第
二
九
輯
で
あ
り
つ
つ
、
『
法
と
経
済
』
誌
と
し
て
は
、
一
六
巻
一
号
（
四
一
年
七
月
）
の
後

（
Ⅲ
）

を
つ
ぐ
べ
く
、
通
巻
九
四
号
と
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
み
て
も
、
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た

↓



、
／
】

の
〃
白

「
然
る
に
昨
秋
二
尿
大
事
件
に
関
連
し
て
誠
に
我
が
学
界
の
為
に
は
惜
し
む
べ
き
限
り
で
あ
る
姥
多
数
有
為
の
学
者

が
野
に
下
ら
る
こ
と
と
な
っ
た
。
於
弦
、
如
何
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
我
が
学
界
の
為
に
も
諸
先
生
を
迎
え
ん
と
し
て
起

こ
っ
た
中
川
総
長
の
英
断
は
、
幸
い
諸
先
生
の
快
諾
を
得
て
、
そ
の
大
多
数
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」

こ
の
「
発
刊
の
辞
」
と
同
様
の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
で
の
京
大
辞
職
教
授
へ
の
理
解
・
共
感
は
、
京
大
訣
別
記
念
法
学

論
文
集
出
版
記
念
会
で
の
中
川
館
長
の
挨
拶
の
記
事
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
一
号
二
九
四
頁
）
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

口
『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
中
、
最
も
注
目
を
引
く
の
は
、
多
数
の
「
研
究
会
記
事
」
で
あ
る
。

い
ま
ず
、
『
法
と
経
済
』
誌
を
舞
台
に
し
て
発
足
・
復
活
し
、
今
日
ま
で
旺
盛
な
活
動
が
続
い
て
い
る
研
究
会
の
記
事

が
あ
る
。
民
法
座
談
会
は
、
一
九
三
一
年
八
月
ま
で
京
大
法
学
部
で
末
川
先
生
を
中
心
に
行
わ
れ
、
判
例
批
評
は
『
立
命
館
学

叢
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
一
九
三
三
年
一
○
月
に
復
活
し
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
一
号
二
九
三
頁
）
、
一
九
三
四

Ｈ
ま
ず
一
九
三
四
年
一
月
の
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
の
「
発
刊
の
辞
」
（
一
巻
一
号
一
頁
）
は
無
署
名
で
あ
る
定
文

脈
か
ら
は
、
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
以
前
か
ら
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
教
授
の
位
置
に
あ
っ
た
人
の
起
草
の
ょ
う
に

も
う
か
が
え
る
が
、
大
学
の
自
治
へ
の
共
感
と
新
し
い
学
問
建
設
の
決
意
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文

も
う
か
が
え
る
が
、

も
含
ま
れ
て
い
る
。

三
［
肇
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
に
み
る
立
命
館
大
学
法
学
部

『
立
命
館
経
済
学
』
一
号
（
五
二
年
二
月
二
五
目
に
発
展
的
に
分
化
す
る
の
で
あ
る
。
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年
三
月
一
○
日
に
五
三
回
例
会
が
催
さ
れ
た
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
四
号
一
九
二
頁
）
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く
よ
う
に
民
事
判
例

（
Ⅱ
）

研
究
会
は
、
三
四
年
七
月
七
日
の
七
月
例
会
の
記
事
の
掲
載
を
始
め
に
（
『
法
と
経
済
』
二
巻
二
号
一
五
頁
）
、
『
法
と
経
済
』

誌
で
の
例
会
記
事
と
し
て
は
四
一
年
五
月
二
五
日
が
最
後
と
な
っ
て
い
る
（
『
法
と
経
済
』
一
五
巻
六
号
一
六
四
頁
）
。
今
日
の
、

民
事
法
研
究
会
は
、
こ
の
民
法
座
談
会
な
ど
の
流
れ
を
ひ
く
と
さ
れ
て
い
る
。

今
日
も
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
法
理
学
研
究
会
も
、
再
開
予
告
を
『
法
と
経
済
』
で
し
た
後
（
一
巻
一
号
二
九
二

頁
）
、
一
九
三
四
年
一
月
二
八
日
の
第
一
回
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
三
号
一
五
一
頁
）
以
来
、
一
九
四
一
年
六
月
八
日

（
『
法
と
経
済
』
一
六
巻
一
号
一
二
四
頁
）
ま
で
例
会
が
『
法
と
経
済
』
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
刑
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
「
刑
法
の
会
合
」
（
三
四
年
一
月
三
一
日
『
法
と
経
済
』
一
巻
三
号
一
五
四
頁
、
三
四
年

二
月
二
二
日
『
法
と
経
済
』
一
巻
四
号
一
九
二
頁
）
が
行
わ
れ
、
後
に
「
刑
法
研
究
会
」
（
三
四
年
四
月
一
八
日
『
法
と
経

（
臆
）

済
』
一
巻
六
号
一
五
四
頁
、
三
四
年
五
月
九
日
『
法
と
経
済
』
二
巻
一
号
一
七
六
頁
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。

伯
ま
た
従
来
か
ら
あ
っ
た
研
究
会
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
公
法
研
究
会
の
記
事
と
し
て
は
、
一
九
三
三
年

二
月
の
第
三
九
回
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
一
号
二
九
二
頁
）
か
ら
、
第
一
二
五
回
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
六
巻
一
号
一

二
四
頁
）
ま
で
が
あ
る
。
ま
た
、
行
政
判
例
研
究
会
の
記
事
も
、
第
九
九
回
例
会
（
三
九
年
二
月
四
日
）
（
『
法
と
経
済
』
二

巻
三
号
一
五
二
頁
）
か
ら
、
第
一
二
八
回
（
四
一
年
六
月
七
日
）
（
『
法
と
経
済
』
一
六
巻
一
号
一
二
二
頁
）
ま
で
あ
る
。

抑
『
民
商
法
雑
誌
』
の
発
刊
の
紹
介
（
『
法
と
経
済
』
二
巻
六
号
一
七
七
頁
）
、
お
よ
び
『
公
法
雑
誌
』
の
発
刊
の
紹
介

（
『
法
と
経
済
』
三
巻
二
号
一
六
四
頁
）
が
あ
る
。
『
民
商
法
雑
誌
』
の
編
集
者
の
末
川
博
・
竹
田
省
、
『
公
法
雑
誌
』
の
編
集

者
佐
々
木
惣
一
い
ず
れ
も
、
『
法
と
経
済
』
誌
の
雑
誌
委
員
で
あ
り
、
当
時
の
立
命
館
大
学
講
師
で
あ
っ
た
。
末
川
博
は
『
法
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雌
ま
ず
「
経
商
研
究
会
」
の
一
九
三
四
年
一
月
一
九
日
の
第
一
回
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
二
号
一
八
頁
）
か
ら
．

（
〃
）

一
九
四
一
年
二
月
二
三
日
の
昭
和
一
六
年
二
月
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
五
巻
三
号
一
五
二
頁
）
ま
で
の
記
事
が
あ
る
。
（
『
法

と
経
済
』
一
三
巻
六
号
一
四
二
頁
）
。
「
法
政
研
究
会
」
は
そ
の
結
成
を
、
「
法
律
学
並
び
に
政
治
諸
科
学
の
全
般
的
研
究
会
と

し
て
」
予
告
し
た
の
ち
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
五
頁
）
、
そ
の
第
一
回
例
会
を
一
九
三
四
年
四
月
二
九
日
に
開
い
て
い
る

（
『
法
と
経
済
』
一
巻
六
号
一
五
四
頁
）
。
『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
で
の
最
後
は
「
特
別
の
突
発
事
情
の
た
め
に
充
分
の
時
間

が
得
ら
れ
ず
」
の
記
事
の
あ
る
一
九
四
一
年
五
月
三
一
日
の
第
六
三
回
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
六
巻
一
号
一
二
二
頁
）
で
あ

（
肥
）る
。
ま
た
、
一
九
四
○
年
四
月
二
六
日
に
は
、
法
政
研
究
会
・
経
商
研
究
会
の
合
同
研
究
会
も
開
か
れ
て
い
る
。

と
経
済
』
の
雑
誌
委
員
の
中
心
、
佐
々
木
惣
一
は
立
命
館
大
学
長
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
の
創
刊
に
は
た
し
た
『
法
と
経

（
肥
）

済
』
誌
、
ひ
い
て
は
立
命
館
大
学
の
役
割
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

㈲
そ
の
他
、
『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
か
ら
は
、
国
際
問
題
研
究
会
（
『
法
と
経
済
』
二
巻
一
号
一
八
八
頁
、
三
四
年
七

月
一
日
号
に
資
料
を
掲
載
）
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
第
一
回
経
済
学
会
（
三
八
年
一
月
六
日
）
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
四
号
一

三
八
頁
）
、
全
同
学
会
三
二
会
例
会
（
四
一
年
六
月
一
日
）
（
『
法
と
経
済
』
六
巻
一
号
一
二
四
頁
）
、
第
一
三
回
日
本
経
営
学
会

大
会
（
三
八
年
一
月
一
四
日
）
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
四
二
頁
）
が
あ
る
。
当
時
の
研
究
会
・
学
会
活
動
の
健
在
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
時
代
に
対
す
る
立
命
館
大
学
の
苦
し
い
対
応
を
、
日
本
諸
学
振
興
委
員
会
第
一
回
経
済

学
会
、
全
同
学
会
の
記
事
か
ら
感
ず
る
こ
と
に
な
る
。

日
ま
た
、
立
命
館
大
学
関
係
者
を
中
心
と
す
る
研
究
会
活
動
が
、
こ
の
時
期
大
い
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
『
法
と
経
済
』

誌
の
記
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
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㈲
『
法
と
経
済
』
誌
の
活
動
に
対
応
す
る
よ
う
な
学
内
の
組
織
と
し
て
、
一
九
三
五
年
一
二
月
一
日
に
「
立
命
館
大
学

法
経
学
会
」
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
（
『
法
と
経
済
』
四
巻
六
号
一
六
三
頁
）
。
そ
の
第
二
回
総
会
は
一
九
三
六
年
六
月
七

日
に
開
か
れ
（
『
法
と
経
済
』
六
巻
一
号
一
六
頁
）
、
そ
の
後
に
一
九
三
七
年
六
月
一
三
日
の
春
期
講
演
会
（
『
法
と
経
済
』
八

巻
一
号
一
六
頁
）
、
一
九
三
八
年
六
月
一
二
日
の
年
度
例
会
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
一
号
一
四
二
頁
）
、
一
九
四
○
年
六
月
一
日

の
第
七
回
総
会
（
『
法
と
経
済
』
一
四
巻
一
号
一
六
頁
）
の
記
事
が
あ
る
。

い
ま
た
当
時
の
立
命
館
大
学
の
高
い
学
問
的
水
準
を
広
く
示
し
た
、
「
三
五
周
年
記
念
論
文
集
」
の
公
刊
を
知
ら
せ
る

記
事
や
（
『
法
と
経
済
』
四
巻
六
号
一
六
三
頁
）
、
立
命
館
出
版
部
発
行
の
『
法
と
経
済
』
誌
お
よ
び
立
命
館
大
学
関
係
者
の
著

（
四
）

書
を
知
ら
せ
る
広
告
、
及
び
他
の
法
律
経
済
関
係
雑
誌
の
広
告
も
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
『
法
と
経
済
』
誌
の
時
期
は
、
立
命
館
大
学
法
学
部
の
教
育
に
と
っ
て
も
隆
盛
期
で
あ
っ
た
。

㈹
立
命
館
大
学
の
授
業
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
四
年
の
新
学
期
を
迎
え
る
立
命
館
大
学
を
『
法

と
経
済
』
誌
は
、
「
○
新
学
年
開
始
暗
雲
晴
れ
て
文
字
通
り
に
輝
か
し
い
新
学
年
が
始
ま
っ
て
、
入
学
者
の
数
は
例
年
を
遥

か
に
突
破
し
て
活
気
横
溢
し
て
い
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
（
一
巻
五
号
一
五
二
頁
）
。

こ
れ
を
担
う
教
授
陣
た
る
一
九
三
四
年
度
の
学
科
担
任
は
、
大
学
の
部
で
、
専
任
の
教
授
と
し
て
、
佐
々
木
惣
一
学
長
（
憲

法
・
行
政
法
）
、
磯
崎
教
授
（
行
政
法
）
、
板
木
教
授
（
民
法
）
、
八
木
教
授
（
民
法
）
、
末
包
教
授
（
商
法
）
、
加
古
教
授
（
法

理
学
・
社
会
法
）
、
大
岩
教
授
（
政
治
学
・
政
治
学
史
）
、
田
中
教
授
（
外
交
史
・
政
治
史
）
、
太
田
教
授
（
経
済
原
論
）
、
神
戸

部
長
（
財
政
学
）
、
大
谷
教
授
（
財
政
学
）
、
串
本
教
授
（
銀
行
論
・
経
営
学
）
、
野
々
村
教
授
（
倫
理
学
）
、
小
林
教
授
（
社
会

学
・
哲
学
概
論
）
、
大
谷
教
授
（
都
市
政
策
）
、
小
林
教
授
（
国
民
道
徳
）
の
一
六
名
、
助
教
授
と
し
て
竹
田
助
教
授
（
刑
法
）
、
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大
淵
助
教
授
（
国
際
公
法
）
、
森
助
教
授
（
法
学
通
論
）
、
山
本
助
教
授
（
商
取
引
論
）
、
井
上
巌
次
郎
助
教
授
（
工
業
経
済
・

社
会
政
策
）
、
井
上
次
郎
助
教
授
（
商
業
経
済
・
商
業
政
策
・
経
済
地
理
）
の
六
名
と
、
宮
本
英
雄
、
末
川
博
、
竹
田
省
な
ど

の
き
わ
め
て
多
数
の
講
師
で
あ
っ
た
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
五
三
頁
）
。
こ
の
う
ち
、
一
九
三
四
年
四
月
一
日
付
け
の
辞

令
で
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
八
木
清
信
、
田
中
直
吉
、
加
古
祐
二
郎
、
大
谷
政
敬
で
あ
り
、
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、

大
淵
仁
右
衛
門
、
森
順
次
で
あ
る
。
こ
の
学
科
担
任
表
か
ら
は
、
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
辞
職
組
の
中
で
、
比
較
的
年
輩
の

教
員
た
ち
は
、
前
述
の
よ
う
に
『
法
と
経
済
』
誌
の
雑
誌
委
員
と
な
り
つ
つ
、
大
学
で
は
多
く
講
師
と
し
て
支
え
、
比
較
的
に

若
手
の
教
員
が
専
任
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
（
な
お
講
師
に
は
、
専
任
講
師
と
そ
う
で

な
い
講
師
が
あ
る
も
よ
う
が
、
『
法
と
経
済
』
二
巻
二
号
一
五
○
頁
で
わ
か
る
が
、
今
は
特
定
は
困
難
で
あ
る
）
。

㈲
当
時
の
大
学
で
は
夏
期
講
座
が
公
開
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
立
命
館
大
学
は
こ

の
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
に
、
初
め
て
夏
期
講
座
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
状
況
は
『
法
と
経
済
』
誌
で
は
、
一
九
三

四
年
（
一
巻
六
号
一
五
七
頁
）
、
一
九
三
五
年
（
三
巻
三
号
一
五
一
頁
及
び
四
巻
三
号
一
七
四
頁
）
、
一
九
三
六
年
（
六
巻
一
号

一
六
三
頁
）
、
一
九
三
七
年
（
八
巻
一
号
一
六
四
頁
及
び
八
巻
三
号
一
六
四
頁
）
に
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
立
命

館
大
学
は
こ
の
夏
期
講
座
に
大
き
な
熱
意
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
立
命
館
大
学
夏
期
講
座
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

佐
々
木
惣
一
学
長
、
末
川
博
博
士
等
が
自
ら
講
師
を
担
当
さ
れ
、
ま
た
「
立
命
館
大
学
嘱
託
」
の
名
で
滝
川
幸
辰
博
士
も
講
師

に
な
る
な
ど
講
師
陣
の
充
実
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
受
講
者
と
の
懇
談
会
開
催
、
出
席
者
の
分
析
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
配

慮
を
お
こ
な
っ
て
、
多
数
の
受
講
者
を
集
め
、
そ
の
盛
況
を
多
い
に
誇
っ
て
い
る
。

㈲
こ
の
こ
ろ
の
大
学
運
営
の
あ
り
方
を
直
接
う
か
が
わ
せ
る
資
料
は
、
『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
に
は
少
な
い
。
後
に
少
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Ｈ
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
で
大
学
を
去
ら
れ
た
教
授
・
助
教
授
・
助
手
、
副
手
、
行
動
を
と
も
に
し
た
大
学
院
生
・
学

生
の
う
ち
、
一
九
三
四
年
四
月
の
段
階
で
、
立
命
館
大
学
の
専
任
の
教
授
等
に
就
任
し
て
い
た
の
は
、
佐
々
木
惣
一
学
長
の
ほ

か
は
若
干
名
で
あ
る
。
前
示
の
一
九
三
四
年
四
月
の
学
科
担
任
で
は
、
専
任
で
あ
る
の
は
、
佐
々
木
惣
一
学
長
の
ほ
か
は
、
加

古
祐
二
郎
、
田
中
直
吉
、
大
岩
誠
の
三
教
授
と
、
森
順
次
助
教
授
だ
け
で
あ
る
。
浅
井
清
信
教
授
は
右
学
科
担
任
で
は
名
が
な

（
帥
）

い
が
、
別
の
資
料
で
は
、
一
九
三
四
年
四
月
二
一
日
に
は
就
職
さ
れ
て
い
る
。
右
学
科
担
任
で
の
そ
の
他
の
、
板
木
教
授
、
八

木
教
授
、
森
教
授
、
末
包
教
授
、
磯
崎
教
授
、
竹
田
助
教
授
な
ど
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
教
授
等
で
あ
っ
た
方
々
で
あ
る
。
一
九

三
四
年
四
月
に
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
大
淵
助
教
授
は
立
命
館
大
学
卒
業
で
あ
る
。
ま
た
太
田
教
授
、
神
戸
部
長
、
大
谷
教
授
、

串
本
教
授
、
井
上
次
郎
助
教
授
、
野
々
村
教
授
、
小
林
教
授
、
井
上
巌
次
郎
助
教
授
、
山
本
助
教
授
、
小
島
部
長
（
商
学
演

習
）
な
ど
は
、
経
済
学
商
学
関
係
の
諸
先
生
で
あ
る
。
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
で
京
都
大
学
を
去
ら
れ
た
教
授
等
の
う
ち
の

宮
本
英
雄
、
末
川
博
、
森
口
繁
治
、
恒
藤
恭
、
な
ど
の
教
授
は
講
師
の
形
で
講
義
を
担
当
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
法
と
経
済
』

（
釦
）

一
巻
五
号
一
五
三
頁
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
講
師
と
し
て
立
命
館
大
学
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
諸
教
授
は
、
『
法
と
経
済
』
誌

し
検
討
す
る
自
法
と
経
済
』
誌
と
立
命
館
大
学
の
関
係
の
ほ
か
は
こ
こ
で
は
「
教
員
会
」
の
存
在
と
（
一
法
と
経
済
』
二
巻

一
号
一
七
七
頁
）
、
研
究
生
制
度
の
存
在
（
『
法
と
経
済
」
二
巻
五
号
一
七
四
頁
）
、
文
庫
長
、
文
庫
委
員
、
学
生
主
事
、
学
科

主
事
の
存
在
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
五
六
頁
）
を
指
摘
す
る
だ
け
に
し
た
い
。

四
若
干
．
の
整
理
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（
か
ご

で
は
、
前
示
の
よ
う
に
す
べ
て
雑
誌
委
員
に
名
を
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
『
法
と
経
済
』
誌
記

事
の
中
の
研
究
会
記
事
で
は
、
中
心
的
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
研
究
会
記
事
中
の
参
加
者
の
氏
名
の
記
録
は
、

「
末
川
先
生
」
の
ほ
か
は
す
べ
て
姓
の
み
で
あ
る
）
。
ま
た
、
宮
本
英
雄
、
末
川
博
、
あ
る
い
は
滝
川
幸
辰
な
ど
の
教
授
は
、

専
任
で
は
な
く
て
も
、
夏
期
大
学
講
座
の
後
の
座
談
会
に
出
席
ま
で
の
労
を
惜
し
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
滝
川
博
士
を
含
め

て
、
講
師
の
先
生
方
も
「
法
政
研
究
会
」
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
五
一
頁
）
。
立
命
館

大
学
法
経
学
会
の
会
則
は
、
会
員
を
た
だ
「
立
命
館
大
学
法
経
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
卒
業
生
、
学
生
」
と
定
め
て

い
る
の
で
（
『
法
と
経
済
』
四
巻
六
号
一
六
四
頁
）
、
講
師
の
諸
先
生
も
こ
の
法
経
学
会
の
会
員
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
一
九
三
四
年
以
降
講
師
と
し
て
講
義
を
担
当
さ
れ
た
諸
教
授
と
立
命
館
大
学
の
関
係
は
、
単

（
鋤
）

に
「
専
任
の
教
員
」
か
否
か
を
基
準
に
判
断
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
『
法
と
経
済
』
誌
の
雑
誌
委
員

（
訓
）

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
研
究
会
の
組
織
と
参
加
、
『
法
と
経
済
』
の
発
行
と
論
文
掲
載
、
立
命
館
出
版
部
か
ら
の
出
版
、

大
学
で
の
講
義
と
夏
期
講
座
の
担
当
、
法
政
研
究
会
へ
の
参
加
、
法
経
学
会
へ
の
参
加
と
、
強
く
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）

に
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
の
性
格
は
、
単
に
「
立
命
館
大
学
（
法
経
学

部
）
」
の
発
行
す
る
学
術
雑
誌
と
み
る
の
で
は
不
充
分
で
な
か
ろ
う
か
。
逆
説
的
に
い
え
ば
、
む
し
ろ
、
「
『
法
と
経
済
』
誌
」

が
一
つ
の
、
四
六
時
中
行
動
を
共
に
す
る
、
事
実
上
の
「
同
人
」
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
存
在
し
、
そ
こ
が
主
体
で
、
多
様
な

研
究
会
や
学
会
を
組
織
し
、
そ
の
編
集
に
な
る
『
法
と
経
済
』
誌
を
、
立
命
館
出
版
部
よ
り
発
行
し
、
あ
る
い
は
「
立
命
館
大

学
法
経
学
部
」
や
夏
期
講
座
で
の
教
育
を
引
き
受
け
て
い
た
と
見
る
ほ
う
が
実
態
に
あ
っ
て
い
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
浅
井
清

信
教
授
の
立
命
館
法
学
「
発
刊
の
辞
」
で
の
「
多
数
の
学
徒
が
わ
が
大
学
に
た
て
こ
も
っ
た
」
の
意
味
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
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周
知
の
よ
う
に
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
後
京
大
を
去
っ
た
教
授
一
八
名
中
、
講
壇
に
た
つ
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
で
あ

っ
た
滝
川
教
授
を
除
く
一
七
名
は
、
一
旦
は
立
命
館
大
学
で
、
教
授
（
四
名
）
、
助
教
授
（
六
名
）
、
講
師
（
八
名
）
と
な
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
四
年
春
期
に
、
そ
の
中
か
ら
教
授
三
名
、
助
教
授
三
名
ほ
か
に
田
島
順
教
授
が
京
都
大
学
法
学
部
に

（
錫
）

去
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
総
長
公
示
で
「
頗
る
遺
憾
と
す
る
所
」
を
表
明
し
た
直
後
の
、
新
学
期
で
の
活
気
は

立
派
と
い
う
ほ
か
な
い
。
立
命
館
大
学
は
こ
の
時
期
一
九
三
五
年
に
創
立
三
五
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
郡
）

そ
の
一
環
で
あ
る
三
五
周
年
記
念
論
文
集
の
評
価
は
高
く
、
他
の
記
念
行
事
も
順
調
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
こ
の
夏
期
講
座
に
お
い
て
、
前
示
の
よ
う
に
滝
川
幸
辰
博
士
が
「
立
命
館
大
学
嘱
託
」
と
し
て
講
義
を
立
命
館
大
学

で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
立
命
館
大
学
が
、
『
法
と
経
済
』
へ
の
論
説
の
寄
稿
掲
載
、
著
書
の
発
行
、

究
会
雲
法
逃

れ
て
い
る
。

ロ
浅
井
清
信
教
授
の
い
う
一
倉
研
究
の
自
由
と
大
学
の
自
治
と
を
め
ざ
し
て
闘
っ
た
学
徒
達
」
が
多
数
た
て
こ
も
り
、
い
わ

ば
そ
の
教
育
を
引
き
受
け
た
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
の
立
命
館
大
学
法
経
学
部
は
、
『
法
と
経
済
』
誌
記
事
か
ら
見
る
と
、
「
新

ら
し
い
大
学
・
学
部
」
の
よ
う
な
意
気
込
み
で
運
営
さ
れ
て
い
た
観
が
あ
る
。
例
え
ば
一
九
三
四
年
四
月
の
、
『
法
と
経
済
』

誌
時
代
の
立
命
館
大
学
の
最
初
の
新
学
年
は
、
前
示
の
よ
う
に
「
暗
雲
晴
れ
て
文
字
通
り
に
輝
か
し
い
新
学
年
が
始
ま
っ
て
、

入
学
者
の
数
は
例
年
を
遥
か
に
突
破
し
て
活
気
横
溢
し
て
い
る
」
と
大
い
に
意
気
あ
が
っ
て
い
る
。
同
年
夏
開
か
れ
た
立
命
館

大
学
夏
期
講
座
は
、
「
今
般
、
本
学
の
講
座
内
容
の
充
実
を
機
と
し
て
、
毎
年
夏
期
講
座
を
開
き
、
本
学
の
講
座
を
一
般
の
人

達
に
公
開
す
る
こ
と
と
な
り
」
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
六
号
一
五
七
頁
）
、
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
経
商
研

究
会
、
法
政
研
究
会
の
開
始
、
立
命
館
大
学
法
経
学
会
の
創
立
、
各
種
の
研
究
会
の
開
催
と
そ
の
取
り
組
み
は
次
々
に
工
夫
さ
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『
法
と
経
済
』
雑
誌
委
員
と
し
て
の
活
動
、
法
政
研
究
会
へ
の
参
加
に
加
え
て
・
夏
期
講
座
と
い
う
形
で
公
開
の
講
義
の
場
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
一
つ
の
見
識
で
あ
る
。
滝
川
幸
辰
博
士
は
一
九
三
三
年
に
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
の
的
に

さ
れ
て
京
都
大
学
を
お
わ
れ
て
以
来
、
一
九
三
五
年
の
立
命
館
大
学
夏
期
講
座
は
始
め
て
講
壇
に
た
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
九

三
六
年
の
二
回
目
と
あ
わ
せ
て
お
そ
ら
く
戦
時
中
唯
一
の
講
義
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
「
Ｏ
生
」
の
筆
に
な
る
「
立
命
館
大

学
夏
期
講
座
状
況
」
は
（
『
法
と
経
済
』
四
巻
三
号
一
七
三
頁
）
、
ま
こ
と
に
立
派
な
文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
こ
の
夏
期
講

座
の
い
わ
れ
を
、
「
京
大
事
件
に
於
て
学
に
殉
じ
て
学
に
生
き
ら
れ
た
佐
々
木
惣
一
先
生
を
中
心
と
す
る
殉
学
者
と
、
立
命
館

大
学
創
立
以
来
三
○
有
余
年
間
幾
多
の
困
難
と
戦
ひ
、
幾
多
の
犠
牲
を
は
ら
っ
て
大
学
の
社
会
的
イ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン
に
終
始
一

貫
努
力
し
続
け
て
来
ら
れ
た
中
川
小
十
郎
先
生
と
の
織
烈
な
る
学
問
報
国
に
よ
り
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
」
、
と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
当
時
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
全
体
の
像
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
研
究
の
自
由
と
大
学
の
自

治
と
を
め
ざ
し
て
闘
っ
た
学
徒
達
」
の
活
躍
は
、
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
に
場
を
移
し
て
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
当
時
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
の
あ
り
か
た
を
可
能
に
し
た
も
の
が
、
前
示
の
、
四
六
時
中
行
動
を
共
に

す
る
、
事
実
上
の
「
同
人
」
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
『
法
と
経
済
』
誌
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
前
示
の
よ

う
に
、
当
時
す
で
に
法
経
学
部
の
「
教
員
会
」
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

四
『
法
と
経
済
』
誌
の
「
学
界
消
息
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
民
事
判
例
研
究
会
、
法
理
学
研
究
会
な
ど
の
、
多
く
の
研

究
会
の
記
事
は
、
前
示
の
よ
う
に
『
法
と
経
済
』
誌
の
刊
行
が
研
究
会
活
動
の
隆
盛
の
大
き
な
契
機
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
を
支

え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
」
と
い
う
事
実
上
の
「
同
人
」
は
、
ま
た
所
属
大
学
を
こ
え
、
複
数
大
学

に
ま
た
が
る
研
究
会
活
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
一
月
の
『
民
商
法
雑
誌
』
の
発
刊
は
、
竹
田
省
・
末
川
博
「
発
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刊
に
当
た
っ
て
」
が
述
べ
る
よ
う
に
従
来
の
雑
誌
等
の
学
校
や
団
体
を
単
位
と
し
て
の
機
関
た
る
性
質
上
避
け
難
い
、
公
私

法
な
い
し
は
政
治
経
済
に
渡
る
も
の
が
雑
然
と
の
る
縦
断
的
な
も
の
に
満
足
せ
ず
、
「
現
代
は
分
化
し
た
も
の
に
応
じ
て
統
一

的
な
い
わ
ば
横
断
的
な
も
の
を
要
求
し
て
い
る
」
と
の
認
識
の
も
と
に
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
一
月
五
日

発
刊
の
『
公
法
雑
誌
』
も
、
佐
々
木
惣
一
「
発
刊
の
辞
」
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
一
学
校
ま
た
は
一
学
校
を
中
心
と
す
る
一
団

体
の
機
関
」
で
あ
る
当
時
の
法
学
の
雑
誌
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
研
究
の
対
象
が
専
門
に
よ
っ
て
分
か
れ
、
専
門
の
学
者
が
知
識

（
幻
）

を
も
っ
て
合
す
る
」
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
、
大
学
の
枠
を
越
え
た
横
断
的
な
研
究
活
動
、
い
わ
ば
学
界
の
い
っ
そ

う
の
発
展
を
望
む
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
心
た
る
編
者
は
、
『
民
商
法
雑
誌
』
の
編
者
は
竹
田
省
と
末
川
博
、

『
公
法
雑
誌
』
の
編
者
は
佐
々
木
惣
一
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
で
あ
り
、
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）

と
密
接
な
関
係
あ
る
人
で
あ
っ
て
、
両
雑
誌
と
『
法
と
経
済
』
誌
と
の
密
接
な
関
係
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
、

横
断
的
な
学
界
の
形
成
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
『
法
と
経
済
』
誌
が
は
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
の
で
あ
る
。

㈲
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
に
お
い
て
、
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
で
取
り
組
ま
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
戦
後
の
立
命
館

大
学
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
原
型
と
思
わ
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
前
示
の
夏
期
大
学
講
座
が
そ
れ
で
あ
る
。

講
座
・
講
義
終
了
の
翌
日
夕
方
、
総
長
、
学
長
以
下
教
職
員
と
聴
講
者
の
座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
り
、
ま
た
受
講
者
層
の
分
析

が
行
な
わ
れ
発
表
さ
れ
る
な
ど
驚
嘆
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
の
第
一
回
は
、
講
座
・
講
演
を
あ
わ
せ
一
三
科
目
四
四
時
間
、
聴

講
者
比
率
は
教
員
・
学
生
七
三
％
、
無
職
一
○
％
、
実
業
家
七
％
、
官
公
吏
五
％
、
弁
護
士
五
％
、
宗
教
家
○
・
六
％
で
あ
っ

た
。
講
座
・
講
演
終
了
の
翌
日
夕
方
の
座
談
会
に
は
、
総
長
、
学
長
、
教
職
員
と
聴
講
者
一
同
が
教
室
で
懇
談
し
て
い
る
（
大

谷
政
敬
「
夏
期
講
座
講
演
状
況
」
『
法
と
経
済
』
二
巻
三
号
一
五
一
頁
）
。
一
九
三
五
年
は
、
講
座
・
講
演
あ
わ
せ
て
一
二
科
目
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約
四
○
時
間
、
聴
講
者
は
延
べ
で
五
四
一
人
《
聴
講
者
の
比
率
は
学
生
五
二
％
、
教
員
二
五
％
↑
そ
の
他
二
三
％
で
そ
の
他

の
中
に
は
大
学
教
授
、
弁
護
士
、
官
吏
、
軍
人
、
記
者
、
著
述
家
、
薬
剤
師
と
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ
た
。
講
座
・
講
演
終
了

日
の
翌
日
夕
方
の
座
談
会
に
は
、
中
川
総
長
、
織
田
名
誉
総
長
、
佐
々
木
学
長
、
滝
川
、
末
川
、
八
木
等
の
講
師
、
立
命
館
大

学
教
職
員
と
聴
講
者
有
志
で
あ
っ
た
（
「
Ｏ
生
」
の
筆
に
な
る
「
立
命
館
大
学
夏
期
講
座
状
況
」
『
法
と
経
済
』
四
巻
三
号
一
七

三
頁
）
。
一
九
四
六
年
三
月
三
一
日
に
始
ま
り
今
日
に
至
る
「
立
命
館
土
曜
講
座
」
、
一
九
四
七
年
八
月
二
日
の
第
一
回
立
命

（
出
）

館
市
民
大
学
等
の
、
多
数
の
戦
後
の
大
学
公
開
の
試
み
の
原
型
で
あ
る
。

経
商
研
究
会
は
、
一
九
三
四
年
一
月
一
九
日
の
例
会
か
ら
、
一
九
四
一
年
二
月
二
三
日
の
例
会
ま
で
が
、
『
法
と
経
済
』
誌

（
鋤
）

で
見
出
さ
れ
る
。
現
在
の
「
立
命
館
大
学
経
済
学
会
」
は
、
従
前
の
「
経
商
研
究
会
」
を
改
組
し
て
結
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

こ
の
時
の
「
経
商
研
究
会
」
は
や
は
り
戦
前
の
経
商
研
究
会
の
流
れ
を
ひ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
法
政
研
究
会
は
、
一
九
三
四
年

三
月
三
○
日
の
佐
々
木
学
長
を
中
心
と
す
る
懇
談
会
の
後
、
同
年
四
月
九
日
の
法
政
研
究
会
準
備
会
を
へ
て
、
同
年
四
月
二
九

日
に
第
一
回
例
会
が
行
な
わ
れ
た
。
『
法
と
経
済
』
誌
上
の
法
政
研
究
会
の
最
後
は
、
一
九
四
一
年
五
月
三
一
日
の
例
会
で
あ

る
が
、
『
公
法
雑
誌
』
上
で
は
、
一
九
三
六
年
二
月
一
四
日
の
例
会
、
一
九
三
七
年
六
月
二
八
日
の
第
六
四
回
例
会
が
記
録

さ
れ
て
い
る
（
『
公
法
雑
誌
』
七
巻
一
二
号
二
六
頁
お
よ
び
八
巻
九
号
一
二
一
頁
）
。
法
政
研
究
会
は
、
立
命
館
大
学
内
部
に

と
ど
ま
ら
ず
、
開
か
れ
た
「
法
律
学
並
び
に
政
治
諸
科
学
の
全
般
的
研
究
会
」
で
あ
り
、
参
加
者
も
少
な
く
と
も
『
法
と
経

済
』
誌
レ
ベ
ル
で
の
広
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
で
は
こ
の
時
期
の
『
法
と
経
済
』
誌
と
立
命
館
大
学
と
の

関
わ
り
や
、
法
政
研
究
会
が
「
法
律
学
科
に
関
す
る
本
学
の
教
授
・
助
教
授
・
講
師
を
母
体
と
し
て
」
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
（
『
法
と
経
済
』
一
巻
五
号
一
五
一
頁
）
、
や
は
り
現
在
立
命
館
大
学
法
学
部
で
行
な
わ
れ
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戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
か
ら
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
へ
の
移
行
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
い
わ
ば
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
末
川
博
は
、
立
命
館
大
学
の
学
長
あ
る
い
は
総
長

と
し
て
、
戦
後
の
『
法
と
経
済
』
誌
復
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
「
当
時
の
学
園
内
の
事
情
や
社
会
的
の
情
勢
を
反
映
し
て
、
『
立
命

館
大
学
論
叢
』
と
い
う
一
本
建
と
な
り
」
と
の
べ
て
い
る
（
末
川
博
「
復
刊
に
あ
た
っ
て
」
『
法
と
経
済
』
九
四
号
）
。
ま
た
、

戦
後
の
『
法
と
経
済
』
誌
が
、
『
立
命
館
法
学
』
と
『
立
命
館
経
済
学
』
に
発
展
分
化
す
る
際
、
「
『
法
と
経
済
』
誌
が
創
刊
さ

れ
そ
の
後
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
と
な
る
な
ど
ジ
グ
ザ
グ
の
道
を
た
ど
っ
て
い
た
こ
ろ
は
」
（
末
川
博

（
抑
）

「
創
刊
に
あ
た
っ
て
」
『
立
命
館
経
済
学
』
創
刊
号
）
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
と
『
立
命
館
大

学
論
叢
』
と
の
あ
い
だ
、
し
た
が
っ
て
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
の
あ
い
だ
に
一
区
切
り
が
つ
く

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
自
体
、
ま
た
そ
の
時
期
の
立
命
館
大
学
を
ど
う
見
る

（
帥
）

か
と
は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
史
実
に
即
し
た
作
業
を
要
す
る
。

『
法
と
経
済
』
誌
の
記
事
に
限
定
し
た
本
稿
の
検
討
か
ら
、
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
の
立
命
館
大
学
全
体
を
定
め
る
こ
と
は
、

て
い
る
研
究
会
↓
「
法
政
研
究
会
」
の
淵
源
と
い
え
よ
う
、

一
九
三
五
年
に
立
命
館
大
学
は
、
創
立
三
五
周
年
記
念
論
文
集
法
経
篇
及
び
文
学
篇
を
公
刊
し
た
が
、
同
年
に
教
員
、
卒
業

生
、
学
生
を
一
団
と
す
る
「
立
命
館
大
学
法
経
学
会
」
が
発
足
し
た
。
「
学
術
の
研
究
並
び
に
発
表
を
な
し
傍
ら
会
員
相
互
の

親
睦
を
は
か
る
を
」
目
的
と
し
、
「
研
究
会
並
び
に
講
演
会
の
開
催
」
（
『
法
と
経
済
』
四
巻
六
号
一
六
四
頁
）
な
ど
を
事
業
と

す
る
こ
の
会
に
戦
後
の
立
命
館
大
学
法
学
会
、
立
命
館
大
学
経
済
学
会
な
ど
は
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
原
型
と
見
る

こ
し
頁
が
で
き
よ
う
侭
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在

（
１
）
末
川
博
「
発
刊
を
祝
う
」
『
立
命
館
法
学
』
創
刊
号
二
頁
二
九
五
二
年
）
。

（
２
）
浅
井
清
信
「
発
刊
の
辞
」
『
立
命
館
法
学
』
創
刊
号
三
頁
（
一
九
五
二
年
）
。

（
３
）
本
稿
は
、
一
九
九
五
年
七
月
二
○
日
の
百
年
史
研
究
会
（
一
九
九
五
年
度
第
一
回
通
算
第
九
回
）
で
報
告
し
た
「
『
法
と
経
済
』
誌
に
お
け

当
時
の
法
経
学
部
に
限
っ
て
も
ま
だ
早
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
他
面
で
は
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
あ
の
困
難
な
戦
前
の
時
代

の
中
に
お
い
て
、
一
九
三
三
年
の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
直
後
か
ら
一
九
四
一
年
七
月
ま
で
の
八
年
間
を
超
す
期
間
、
『
法

と
経
済
』
誌
時
代
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
が
、
『
法
と
経
済
』
誌
の
発
行
、
研
究
会
・
学
会
の
活
動
、
教
育
活
動
に
つ

と
め
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
客
観
的
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
三
年
の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
の
退

官
者
の
受
入
が
、
教
学
の
飛
躍
的
向
上
を
も
た
ら
し
、
学
生
数
も
大
い
に
増
大
し
た
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
教
学
の
飛
躍
的
向
上
を
も
た
ら
し
た
実
体
は
単
な
る
「
退
官
者
の
受
入
」
（
こ
と
に
専
任
と
し
て
の
）
の
結
果
で
は
な

く
、
『
法
と
経
済
』
誌
（
雑
誌
委
員
）
を
軸
と
す
る
研
究
教
育
の
活
動
に
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
戦
後

の
立
命
館
大
学
と
の
関
係
で
は
、
研
究
会
・
学
会
な
ど
い
く
つ
か
の
「
原
型
的
な
」
仕
組
み
を
、
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
の
立

命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
こ
の
『
法
と
経
済
』
誌
時
代
の
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）

を
担
っ
た
の
が
、
『
法
と
経
済
』
誌
役
員
に
名
を
連
ね
た
人
達
を
中
心
と
し
、
『
法
と
経
済
』
誌
や
、
『
民
商
法
雑
誌
』
・
『
公

法
雑
誌
』
の
発
行
、
研
究
会
活
動
、
学
者
・
研
究
者
の
人
々
、
広
い
意
味
で
の
「
学
界
」
と
い
え
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

し
て
戦
後
立
命
館
大
学
の
「
学
園
復
興
」
を
推
進
し
た
の
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
７
）
『
法
と
経
済
』
と
『
立
命
館
文
学
』
が
、
そ
の
編
集
兼
発
行
人
た
る
立
命
館
出
版
部
の
な
か
で
占
め
て
い
た
位
置
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
参

る
立
命
館
大
学
」
を
、
当
日
の
論
議
を
参
考
に
し
つ
つ
」
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
曇
関
係
者
各
位
に
感
謝
し
ま
す
。
但
し
内
容
は
、
も
っ
ぱ

ら
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
の
「
記
事
」
を
資
料
と
し
、
対
象
も
戦
前
の
法
経
学
部
法
律
学
科
に
し
ぼ
っ
た
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
で

あ
る
。
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
に
は
、
学
術
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
「
論
説
」
、
「
資
料
」
、
「
公
法
判
例
解
評
」
、
「
刑
事
判
例
研
究
」
、

「
民
事
判
例
研
究
」
、
「
典
籍
往
来
」
等
の
ほ
か
に
、
各
種
の
挨
拶
、
「
学
界
消
息
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
評
価
に
は

仔
細
な
学
問
的
検
討
を
要
す
る
論
説
な
ど
の
学
術
研
究
の
成
果
発
表
を
除
き
、
挨
拶
以
下
の
掲
載
を
「
記
事
」
の
名
で
呼
ん
で
検
討
す
る
。

（
４
）
な
お
、
こ
の
時
期
の
立
命
館
大
学
は
、
大
学
部
、
専
門
部
、
高
商
部
に
わ
か
れ
て
お
り
、
大
学
部
は
法
経
学
部
と
文
学
部
に
分
れ
、
法
経
学

部
は
法
律
学
科
お
よ
び
経
済
学
科
、
商
学
科
、
専
門
部
は
法
律
科
及
び
経
済
科
に
分
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
法
と
経
済
』
誌
記
事
の
検

討
は
、
当
時
の
「
立
命
館
大
学
法
経
学
部
」
全
体
に
及
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
の
理
解
力
も
考
え
、
か
つ
当
時
の
法
律
学
科
と
今
日
の

法
学
部
と
の
関
係
を
考
え
、
表
題
は
「
『
法
と
経
済
』
誌
記
事
に
み
る
立
命
館
大
学
法
学
部
」
と
し
て
い
る
。

（
５
）
参
照
、
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
七
集
三
六
一
頁
。
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
別
に
『
立
命
館
学
誌
』
二
九
一

六
年
一
月
か
ら
一
九
三
九
年
六
月
）
、
『
国
史
と
系
譜
』
二
九
二
七
年
八
月
か
ら
一
九
二
八
年
九
月
）
、
『
国
史
と
国
文
』
（
一
九
二
八
年
二

月
か
ら
一
九
二
九
年
二
月
）
、
『
東
洋
文
化
』
（
一
九
二
七
年
一
○
月
か
ら
一
九
二
八
年
五
月
）
、
『
立
命
館
禁
衛
隊
』
（
一
九
二
九
年
一
○
月
か

ら
一
九
四
○
年
七
月
以
下
不
祥
）
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
立
命
館
禁
衛
隊
』
は
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
の
広
報
誌

の
よ
う
な
性
格
で
あ
る
。

（
６
）
参
照
、
奥
田
修
三
「
太
平
洋
戦
争
『
戦
時
体
制
』
下
、
立
命
館
大
学
の
研
究
所
と
教
育
・
研
究
状
況
」
（
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
二
号
一

九
九
四
年
三
月
三
頁
）
。
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照
西
岡
成
幸
一
立
命
館
出
版
部
の
沿
革
」
（
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
一
号
一
四
三
頁
）
室
》

（
８
）
こ
の
後
雑
誌
委
員
に
、
第
二
巻
二
号
（
一
九
三
四
年
八
月
）
で
加
わ
っ
た
の
は
浅
井
清
信
、
第
三
巻
五
号
二
九
三
五
年
五
月
）
で
加
わ
っ

た
の
は
吉
川
大
二
郎
、
熊
本
吉
郎
、
高
橋
良
三
で
、
第
五
巻
一
号
二
九
三
六
年
一
月
）
で
滝
川
幸
辰
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
第

二
巻
二
号
（
一
九
三
四
年
八
月
）
で
、
雑
誌
委
員
と
し
て
名
前
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
は
田
島
錦
治
、
八
木
清
信
で
あ
る
。

（
９
）
他
に
、
『
立
命
館
大
学
論
叢
』
第
五
輯
は
、
経
済
篇
第
二
号
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
帥
）
京
都
印
害
館
は
、
立
命
館
出
版
部
等
が
合
併
し
て
で
き
た
一
九
四
五
年
四
月
会
社
設
立
登
記
の
出
版
社
で
、
引
き
続
い
て
戦
後
の
『
立
命
館

大
学
論
叢
』
の
発
行
所
で
も
あ
る
（
西
岡
・
前
掲
論
文
一
五
四
頁
）
。

（
Ⅲ
）
戦
後
に
『
法
と
経
済
』
誌
が
復
刊
さ
れ
る
と
き
、
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
は
一
九
四
一
年
九
月
一
六
巻
三
号
通
巻
九
三
号
ま
で
発
行
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
復
刊
号
が
九
四
号
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
過
ち
は
す
ぐ
一
九
四
七
年
二
月
に
気
づ
か
れ
、
九
九
号
の
二
及
び
九
九
号
の

三
を
発
行
し
て
、
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
と
の
通
巻
が
回
復
さ
れ
た
。

（
岨
）
な
お
戦
後
復
刊
の
『
立
命
館
文
学
』
も
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
、
戦
前
か
ら
の
『
立
命
館
文
学
』
の
通
巻
六
一
号
の
ほ
か
に
、
『
立
命
館
大

学
諭
叢
』
第
三
二
輯
の
名
も
付
し
て
い
る
。

（
略
）
立
命
館
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
戦
前
末
期
に
同
名
の
研
究
所
が
あ
っ
た
が
（
参
照
、
奥
田
・
前
掲
論
文
三
四
頁
）
、
こ
こ
で
い
う
の
は
、
「
本

研
究
所
は
昭
和
二
○
年
一
一
月
に
本
学
が
末
川
学
長
を
迎
え
る
と
共
に
新
た
に
発
足
し
、
文
化
諸
科
学
に
関
す
る
研
究
調
査
を
行
い
文
化
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
発
な
活
動
を
開
始
し
た
」
立
命
館
研
究
所
の
方
で
あ
る
（
『
法
と
経
済
』
九
四
号
五
九
頁
）
。

（
Ⅱ
）
民
事
判
例
研
究
会
の
予
告
は
、
『
法
と
経
済
』
二
巻
一
号
一
七
八
頁
、
（
研
究
判
例
は
『
法
と
経
済
』
誌
掲
載
、
三
巻
三
号
一
四
五
頁
参
照
）
。

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
「
民
事
法
研
究
会
」
は
、
「
末
川
民
事
法
」
の
研
究
会
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
民
法
座
談
会
、
民
事
判
例
研
究
会
の
流
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れ
を
く
む
故
で
あ
ろ
う
三
一
参
照
谷
口
知
平
「
末
川
先
生
と
民
商
法
雑
誌
・
民
事
法
研
究
会
」
（
『
追
想
末
脈
博
』
二
八
頁
）
。

（
応
）
刑
法
の
会
合
の
第
一
回
記
事
は
、
佐
伯
博
士
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
岨
）
『
法
と
経
済
』
誌
の
発
行
が
や
ん
で
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
多
く
の
研
究
会
記
事
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
公
法
雑
誌
』
に
は
法
政
研
究

会
の
ほ
か
、
法
理
学
研
究
会
、
公
法
研
究
会
、
行
政
法
判
例
研
究
会
、
全
同
学
会
等
の
記
事
が
あ
る
。

（
ｒ
）
学
外
者
の
招
待
に
よ
る
例
会
、
ま
た
は
経
商
座
談
会
の
開
催
は
、
こ
の
間
の
経
商
研
究
会
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
第
六
回
例
会
（
三
四
年
五
月

三
日
）
京
大
石
川
輿
二
博
士
『
法
と
経
済
』
二
巻
一
号
一
七
六
頁
、
第
二
回
例
会
三
沢
小
佐
『
法
と
経
済
』
三
巻
一
号
一
二
九
頁
、
第
一

五
回
二
月
例
会
住
友
銀
行
常
務
取
締
役
十
亀
氏
『
法
と
経
済
』
三
巻
四
号
一
七
二
頁
、
第
一
回
経
商
座
談
会
出
席
山
崎
靖
純
（
誰
師
・
「
評

論
」
主
宰
）
（
三
法
と
経
済
』
三
巻
六
号
一
四
五
頁
）
、
第
二
五
回
例
会
経
商
座
談
会
出
席
山
崎
靖
純
（
『
法
と
経
済
』
五
巻
六
号
一
四
六
頁
）
、

第
二
八
Ｍ
例
会
（
三
六
年
七
月
四
Ⅲ
）
経
商
座
談
会
荒
木
秀
一
氏
（
『
法
と
経
済
』
五
巻
六
号
一
四
六
頁
）
、
経
商
研
究
会
で
の
配
属
将
校
の

講
演
（
三
七
年
九
月
二
四
日
）
（
三
法
と
経
済
』
八
巻
五
号
一
七
四
頁
）
。
な
お
、
こ
こ
に
名
の
見
え
る
山
崎
靖
純
氏
は
後
に
立
命
館
大
学
教
授

に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
父
で
あ
る
山
崎
恵
純
氏
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
松
本
岐
「
中
川
小
十
郎
と
京
都
帝
国
大
学
設
立
事
情
お
よ
び

京
都
法
政
学
校
の
創
立
」
（
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
一
号
一
三
○
頁
）
。

（
脂
）
『
公
法
雑
誌
』
で
わ
か
る
、
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
期
の
法
政
研
究
会
と
し
て
は
、
一
九
四
一
年
二
月
一
四
日
（
『
公
法
雑
誌
』
七
巻
一
二

号
二
六
頁
）
、
一
九
四
二
年
六
月
二
八
日
（
第
六
四
回
例
会
・
『
公
法
雑
誌
』
七
巻
一
二
号
二
六
頁
）
、
一
九
四
二
年
七
月
一
日
（
『
公
法

雑
誌
』
八
巻
一
号
九
四
頁
）
が
あ
る
。

（
的
）
ち
な
み
に
、
戦
前
の
『
法
と
経
済
』
誌
最
後
の
一
六
巻
一
号
掲
載
の
雑
誌
の
広
告
は
『
公
法
雑
誌
』
、
『
法
学
協
会
雑
誌
』
、
「
民
商
法
雑
誌
』
、

『
法
律
時
報
』
、
『
銀
行
論
叢
』
、
『
法
学
』
（
東
北
大
学
）
、
『
法
学
志
林
』
で
あ
る
。
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（
別
）
参
照
、
伊
藤
武
夫
「
一
九
四
二
年
度
の
立
命
館
大
学
教
員
名
簿
」
（
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
三
号
三
一
三
頁
）
。

（
別
）
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
の
方
か
ら
み
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
『
立
命
館
学
誌
』
第
一
六
四
号
二
九
三
三
年
一
○
月
一
日
）
に
は

「
京
大
関
係
諸
先
生
の
立
命
館
大
学
入
り
い
よ
い
よ
実
現
す
」
と
の
記
事
が
あ
る
（
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
二
集
六
九
頁
）
。
そ

こ
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
で
京
大
を
去
ら
れ
た
一
八
名
中
、
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
で
い
わ
ば
標
的
と
な
り
教

帆
復
帰
が
困
難
だ
っ
た
滝
川
教
授
を
除
く
一
七
名
全
員
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
記
戦
さ
れ
て
い
る
の
は
滝
川
教
授
な
し
で
一
八
名
で
あ

る
。
ま
た
宮
本
英
雄
教
授
の
名
も
な
い
。
一
九
三
四
年
四
月
以
降
の
時
期
を
と
っ
て
、
立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
と
の
関
係
を
み
る
と
、

立
命
館
大
学
（
法
経
学
部
）
の
専
任
の
教
授
に
な
ら
れ
た
の
は
、
佐
々
木
惣
一
学
長
の
ほ
か
は
、
加
古
祐
二
郎
、
田
中
直
吉
、
大
岩
誠
、
森

川
次
、
浅
井
清
信
の
各
教
授
で
あ
る
。
森
口
、
川
村
、
恒
藤
、
末
川
の
諸
先
生
は
講
師
で
、
か
つ
『
法
と
経
済
』
の
雑
誌
委
員
で
あ
る
。
宮

本
英
雄
、
石
本
雅
男
の
諸
先
生
は
『
法
と
経
済
』
の
雑
誌
委
員
の
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
黒
田
覚
、
佐
伯
、
大
隅
、
於
保
、
大
森
、
中
田

の
諸
教
授
は
京
都
大
学
に
復
帰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
岡
康
哉
助
教
授
は
こ
の
間
に
急
逝
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
田
島
順
教
授
も
京
都
大
学
に

（
麓
）
』
法
と
経
済
』
二
巻
一
号
以
下
の
最
終
頁
蒙

（
羽
）
伊
藤
武
夫
・
前
掲
論
文
に
は
、
「
講
師
目
下
手
続
き
中
」
の
多
く
の
記
述
が
あ
る
。
当
時
の
講
師
の
制
度
は
、
現
在
と
は
違
う
運
用
の
よ

う
に
も
思
え
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
「
経
済
学
科
部
長
」
神
戸
正
雄
は
京
大
教
授
で
、
立
命
館
大
学
で
は
講
師
と
思
わ
れ
る
（
文
学
部
長
た

る
「
講
師
吉
沢
義
則
」
に
つ
い
て
、
参
照
『
立
命
館
大
学
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
二
集
六
七
頁
）
・

（
別
）
『
法
と
経
済
』
一
巻
一
号
に
は
未
川
博
「
代
理
占
有
論
」
、
滝
川
幸
辰
「
刑
事
判
例
研
究
」
ほ
か
が
既
に
掲
救
さ
れ
て
い
る
。

（
妬
）
参
照
、
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
二
集
七
○
頁
。

移
ら
れ
て
い
る
。
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（
飯
）
竹
田
省
・
末
脹
博
『
発
刊
に
当
た
（
一
て
」
一
民
商
法
雑
誌
』
一
巻
一
号
一
頁
霊
一
佐
々
木
惣
一
一
発
刊
の
辞
」
『
公
法
雑
誌
』
一
巻
一
号
両
雑

誌
と
、
『
法
と
経
済
』
誌
（
雑
誌
委
員
）
と
の
密
接
な
関
係
は
、
一
般
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
錦
）
『
法
と
経
済
』
九
四
号
六
一
頁
及
び
九
六
号
六
四
頁
。

（
鋤
）
『
立
命
館
経
済
学
』
一
巻
一
号
一
四
一
頁
。
立
命
館
大
学
経
済
学
部
に
現
在
も
経
商
会
と
い
う
全
員
参
加
の
懇
談
会
あ
り
と
聞
い
て
い
る
。

（
帥
）
『
立
命
館
文
学
』
六
一
号
（
『
立
命
館
大
学
諭
叢
』
三
二
輯
）
の
編
集
後
記
は
「
当
時
の
出
版
統
制
の
た
め
」
と
す
る
。

（
別
）
戦
前
の
立
命
館
は
、
一
国
家
主
義
的
傾
向
で
突
出
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
、
否
定
さ
れ
て
い
な
い
（
参
照
、
岩
井
忠
熊

「
立
命
館
創
立
の
意
義
ｌ
立
命
館
百
年
史
術
想
の
た
め
の
覚
番
ｌ
」
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
三
号
一
四
頁
）
。
し
か
し
他
方
そ
の
中
で
、

巨
法
と
経
済
』
誌
（
雑
誌
委
員
）
を
中
心
に
研
究
教
育
が
積
極
的
に
、
一
九
三
三
年
の
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
か
ら
『
法
と
経
済
』
誌
時

代
だ
け
で
も
八
年
間
も
、
戦
前
の
立
命
館
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
京
大
事
件
（
滝
川
事
件
）
に
よ
る
「
退
官
者
の
受

入
」
に
つ
い
て
も
、
単
に
立
命
館
（
中
川
小
十
郎
総
長
）
側
か
ら
の
「
退
官
者
の
受
入
」
動
機
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
法
と
経
済
』
誌

（
雑
誌
委
員
）
側
か
ら
の
検
討
も
再
度
必
要
に
な
ろ
う
。

（
立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
・
法
学
部
長
）

（
妬
）
こ
の
記
念
論
文
集
は
、
当
時
の
『
法
律
時
報
』
に
お
い
て
、
「
『
記
念
論
文
集
』
合
評
」
言
法
律
時
報
』
第
八
巻
三
号
三
二
頁
で
、
同
志
社
大

学
、
神
戸
商
業
大
学
、
中
央
大
学
の
各
記
念
論
文
集
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
な
お
、
三
五
周
年
記
念
事
業
全

体
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
中
川
小
十
郎
総
長
・
昭
和
二
年
度
卒
業
式
油
説
」
（
『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
第
一
集
三
三
七
頁
）
で

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
、


